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 泊発電所１号炉 高経年化技術評価書の記載の修正について 

 

 泊発電所 1号炉の高経年化技術評価書は平成 30年 6月 18日に提出済であるが、原子炉

容器の中性子照射脆化に関する技術評価及び耐震安全性評価の記載に修正する必要のある

ことが確認された。 

 

１．経緯 

中性子照射脆化の補足説明資料を作成していたところ、高経年化技術評価に用いた定

格負荷相当年数について、営業運転開始前の試運転期間を含めずに算出していることが

確認された。このため、試運転期間を加えて定格負荷相当年数を再算出した結果、原子

炉容器の中性子照射脆化に関する技術評価及び耐震安全性評価の記載に修正する必要の

あることが確認された。 

 

２．定格負荷相当年数の再算出による技術評価書への影響 

  定格負荷相当年数の再算出による修正は下表のとおりである。 

定格負荷相当年数 修正前 修正後 

現時点までの定格負荷相当年数 18.8年 18.94 年 

運転開始 60 年時点での定格負荷相当年数 45.8年 45.94 年 

 

  定格負荷相当年数の再算出による高経年化技術評価書の修正箇所については、添付資

料のとおりである。 

定格負荷相当年数の修正に伴い算出される中性子照射量が僅かに増加するが、個々の

評価で判定基準を十分に満足する結果に変わりはなく、高経年化技術評価の結果への影

響はない。 

なお、図中の用語（号機と号炉）については、高経年化技術評価書内での統一を図る

ためあわせて修正する。 

 

３．今後の対応 

  本件について QMS（原子力不適合是正管理マニュアル）に基づき処置する。 

   

添付資料 

  高経年化技術評価書 修正箇所比較表（1/6～6/6） 

以上 
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高経年化技術評価書 修正箇所比較表（原子炉容器中性照射脆化に関する耐震安全性評価）（6/6） 

修正前 修正後 修正理由 

  

定格負荷相当年数の修

正のため 

 

修正した定格負荷相当

年数で再計算のうえ線

図（ＫⅠｃ曲線）を引き直

したもの 

 

用語の統一 

１号機⇒１号炉 

 


